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17oC,10oC或いは 4oCで冷却すると, 冷却中の細胞増加が停止した上, 37oC へ復温後, 細胞増加に
同調化がみられる｡ この同調化の程度は冷却温度を低 くするか又は冷却時間を長くすると高くなる傾向が
あるが, 4oCでは1時間, 10oCでは4時間, 17oCでは6時間の冷却で同調化の程度は最高となり, こ
れ以上の長時間冷却を行なっても同調分裂の程度はそれ以上には高くならない｡ なお 16oC 6時間冷却と
4oC1 時間冷却の効果を比較してみたが, 両者による同調化の程度はほぼ同じであった｡
繰返し冷却を行う事による効果を検討するため, 4oC 1 時間の冷却を1-13時間の間隔を置いて反復し
てみたが, 同調分裂の程度は高め得なかった｡ 又 16oC 6時間の冷却を分割し, 160C 2時間冷却後復温
して 2, 4或いは6時間培養の後再度 160C4時間の冷却を行なってみたが, 良結果は得られなかった｡












25oCあるいは 30oCの冷却では目的を全 く達しない｡ 20〇Cでは細胞増加は停止するが同調は認めら
れない｡ 17oC,10oCあるいは 4oCでは細胞増加の停止と復温後の細胞増加の同調化がみられる｡ すな
わち, 4oCでは1時間,10oCでは4時間, 17oCでは6時間で同調化の程度は最高となる｡ 繰返し冷却
を行ってもより以上の効果はなく, また冷却期間を分割してもよい結果は得られない｡ 冷却前の温度を
37.5oC,38oC と比較的高くすると同調化の程度は低 くなる｡ 以上の成績より冷却によって同調化を得る
には臨床応用を考慮すると 17oC , 6時間の1回冷却が最適である. なお, 腫癌細胞の性質を勘考せねば
ならぬ｡
よって, 本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
-238-
